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研究成果の概要（和文）：正常妊娠症例の血清をフィルターに通し超遠心した沈殿を

microparticle (MP)分画として回収し、PP5に関連する凝固蛋白である組織因子(TF)並びにPP5

のWestern blotを施行、PP5の大部分がMPに含まれることが判明した。これはTFが惹起する血液

凝固をPP5が抑制することを示唆する。妊娠高血圧腎症症例の血清でPP5に結合する蛋白質の傾向

を分析したが、一定の傾向はみられなかった。    

 
研究成果の概要（英文）：We measured the concentration of PP5 in the maternal serum of normal 
pregnancy, after passed through 0.22μM filter. And we centrifuged the filtered serum 
100Kxg,and collected the precipitate as microparticle(MP), and the supernatant as non-MP. 
As we measured the PP5 concentration in the non-MP along with the western blotting for 
tissue factor(TF) and PP5 in the MP, we confirmed that the majority of the PP5 is contained 
in the MP. This strongly suggested that PP5 suppresses the coagulation triggered by TF 
from the placenta-derived MP. However, the flow cytometry revealed that the signal of 
PP5 was not seen in the MPs, which suggested that PP5 exists in an unusual form, such 
as dimers. We further tried the same analysis with the serum from the patients with 
preeclampsia, never to find any particular trends. 
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１． 研究開始当初の背景 
 1970年代にドイツのBohnらが胎盤から抽出
した約 50種類の糖タンパク質の一つ、
Placental Protein 5 (PP5)は妊婦の血清中に
も高濃度で存在する。我々は、分泌された後
の成熟型PP5のみを認識するマウス・モノクロ
ーナル抗体を作成し、これを用いてPP5を定量
するSandwich ELISAのシステムを確立して解
析した結果、既に報告されているとおり妊娠
高血圧腎症の症例で血清PP5濃度が正常例と
比較し有意に上昇していることが判明した。
しかしその意義については明らかとなってい
ない。さらに妊婦血清中に高濃度で存在する
ことから、血清中で何らかの機能を果たして
いる可能性があるが、その機能は明らかとな
っていない。 
 近年抗凝固因子として、セリンプロテアー
ゼ及びマトリックスメタロプロテアーゼを
抑制する物質として、また増殖刺激活性を持
つ物質としての側面からの PP5の研究も行わ
れているが、未だ明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
 PP5 の胎盤及び妊婦血清中における生理機
能、および妊娠高血圧腎症における病的意義
の解明を試みるのが、本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 

 正常妊娠症例の血清をpore size 0.22µMの

フィルターを通した後に、ELISA法によりPP5

の濃度を測定した。続いて、100Kxgで超遠心

して沈殿をmicroparticle (MP)分画、上清を

非MP分画として回収した。非MP分画のPP5の濃

度を測定、MP分画について組織因子(TF)並び

にPP5のWestern blotを施行した。同様の実験

を妊娠高血圧腎症症例の血清においても行っ

た。 

 
  

  

 

 

 
 

 また胎盤検体を用いてPP5の電子顕微鏡で

の免疫染色法を行い、PP5を胎盤絨毛表面に吸

着していると思われるGlypican、Syndecanと

いった糖鎖の発現について、妊娠高血圧腎症

症例と正常例とで比較する実験を計画した。 

 
４．研究成果 

 正常妊娠例ではPP5の大部分がMPに含まれ

ることが判明した。このことは、胎盤由来MP

のTFが惹起する血液凝固をPP5が抑制してい

ることを示唆するものであった。 

 
 しかしflow cytometryを行った結果は、PP5

のシグナルはMP分画にはみられず、特殊な2

量体などの状態で存在していることがうかが

われた。妊娠高血圧腎症症例におけるPP5の存

在様式については、一定の傾向はみられなか

った。 



 
 

 またTFについてもflow cytmetryを行った

が、やはりpositive controlである培養卵巣

がん細胞OVISEのTFと同様のシグナルは検出

されなかった。TFも糖鎖修飾を受けているた

めと思われた。 

 

 
  

 電子顕微鏡による免疫染色については、手

技に関して問題があり研究期間中には完成し

なかった。 
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